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発 行 所 

五所川原市役所 
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昭和51年6 月15日 

印 刷 日刊民友新聞社 
可にhかわら 

市 の 人 口 男 24 ,994 

51,792 女 26 .798 

世 帯数 	13,830 

（昭和51年 6月 1日現在）住民基本台帳から 

人 

人 

り
4

ん
ーそ
邑
 

乙
 

j

ー
 

t
 

ー
 
五

月
「
一
日
 

（
木
）
曇
一
時
 

拠

ー
熟
編
議
 

』
中
ー
一
 

の
日
程
が
始
ま
 

ー

ー
ー
 

る
。
七
時
二
十
 

分
朝
食
を
と
り
、
 

幸
い
検
査
も
な

く
手
前
中
は
安
静
。
 

午
後
二
時
三
十
分
、

山
田
都

市
計
画
課
長
、
阿
部
商
工
観
光

課
長
、
前
田
観
光
公
園
係
長
の

お
見
舞
と
業
務
報
告
を
う
け

て

い
た
ら
田
沢
代
議
士
が
ひ
ょ
っ

こ
り
お
見
舞
に
見
え
た
。
時
節

柄
政
務
多
忙
の
と
こ
ろ
わ
ざ

わ

ざ
闘
病
の
激
励
を
う
け
る
。
 

そ
う
い
え
ば
入
院
間
も
な
い

五
月
七
日
に
は
山
崎
参
議
院
議

員
、
二
十
二
日
に
は
竹
内
知
事
、
 

竹
内
代
議
士
が
お
揃
い
で
お
見

舞
に
お

い
で
に
な
っ
た
ほ
か
、
 

多
数
の
方
々
の
ね
ん
ご
ろ
な
お

見
舞
を
い
た
だ
き
全
く
恐
縮
の

ほ
か
は
な
い
。
 

都
市
計
画
課
関
係
に

つ
い
て

は
、
漆
川
、
岩
木
町
線
の
立
体

交
差
の
測
量
を
終
了
し
た
の
で

そ
れ
に
伴
う
設
計
の
問
題
、

ま

た
長
者
森
墓
地
公
園
は

用
地
買

収
を
終
っ
た
地
域
を
主
体
に
実

施
計
画
を
す
す
め
る
と
の
報
告

が
あ
っ
た
。
駅
舎
新
築
は
順
調

に
進
み
七
月
末
に
は
ほ
ぼ
完
成

と
の
こ
と
。
落
成
式
に
つ
い
て

は
関
係
機
関
と
充
分
協
議
し
、
 

万
事
疎
漏
な
く
取
計
ら
う
よ
う

指
示
す
る
。
 

商
工
観
光
課
関
係
に
つ
い
て
 
 

は
、
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
の
新

築
、
第
三
種
公
認
グ
ラ
ン
ド
の

史
新
、
八
木
公
園
の
造
成
、
雇

用
促
進
住
宅
工
事
等
の
業
務
進

行
状
況
の
報
告
が

あ
っ
た
。
 

前
田
係
長
か
ら
は
か
ね
て
か

ら
指
示
し
て
い
た
寺
町
、
柏
原

町
、
下
平
井
町
の
街
路
樹
が
土

木
事
務
所
の
ご
高
配
で
植
付
け

を
終
り
、
庁
舎
、
市
民
文
化
会
 

館
周
囲
に
も
、

マ
ツ
、
ア
ス
ナ
 

ロ
、
リ
ン
ゴ
、
ア
オ
キ
、
サ
ク

ラ
、
シ
ラ
カ
バ
な
ど
が
そ
れ
ぞ

れ
計
画
の
箇
所
に
植
え
ら
れ
て

い
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
 

フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
の
方
も

ハ
マ
ナ
ス
、
フ
ョ
ウ
の
植
栽
を

終
り
、
三
十

一
日
に
は
七
和
高

校
全
校
生
徒
に
よ
っ
て
ク
ズ
の

駆
除
奉
仕
が
あ
っ
た
と
の
こ
と

で
、
こ
こ
ろ
か
ら
感
謝
申
し
あ

げ
た
い
。
 

尚
、
昨
日
の
小
山
教
育
長
、
 

三
浦
財
政
用
度
課
長
、
佐
藤
国

体
室
長
、
堀
内
秘
書
室

長
の
報

告
に
よ
る
と
、こ
の
た
び
の
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
で
は
、
各
選
手

団
、
協
会
役
員
の
方

々
か
ら

一

様
に
、
五
所
川
原
は
緑
の
多

い

親
切
な
町
で
あ
る
と
の
印
象
を

聞
か
さ
れ
た
と
い
う
。
か
つ
て

の
焼
川
原
、
西
部
の
町
と
い
つ

た
評
価
は
大
き
く
イ
メ
ー
ジ
チ

エ
ン
ジ
さ
れ
た
よ
う
で
、
お
土

産
に
差
し
あ
げ
た
黄
金
樹
も
一

本
残
ら
ず
持
帰
ら
れ
た
と
の
こ

と
で
あ
る
。
 

九
時
消
灯
ま
で
お
見
舞
の
方

々
が
多
数
見
え
ら
れ
た
。
 

日 拠 
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轟鷲響麟 ~穂ま繰魂 

―回戦 フランスベット対きものセンター 

最終回 きものセンター二走工藤生還 サョナラ勝ち 
決勝戦 東芝北九州対フランスベット 

最終回 東芝、河村の中前打で藤沢生還 逆転勝ち 

地元きものセンター主将、神悦子選手の力強い選手宣誓 	 前年度優勝チーム ユニチ力垂井より優勝旗返還 

あ
す
な
ろ
国

体
ソ
フ
ト

ボ
ー
 

ル
の
リ
ハ
ー
サ
ル

と
し

て
、
去

る
二
十

八
日
か

ら
三
十

日
ま
で

の
三
日
間
に
わ

た
っ

て
北
斗
グ

ラ
ウ
ン
ド

に
お

い
て
開
催
さ
れ

た
、
第
十
六
回
全

日
本
実
業
団

女
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

は
、
 

全
国
か
ら
強
豪
二

十
四
チ
ー

ム

が
参
加
し
折
か
ら
の
好
天
に
恵

ま
れ
熱
戦
が
展
開
さ
れ

た
。
 

地
元
期
待
の
き

も
の
セ
ン
タ
 

ー

（
弘
前
）
は
、
 一
回
戦
で
五

十
三
年
長

野
国
体
強
化

チ
ー
ム

富
士

通
須
坂

（
長
野
）
と
対
戦

し
、
最
終
回
二

本

の
長
短
打
で

サ
ョ
ナ
ラ
勝
ち
し

地
元

フ
ア
ン

を
沸
か

せ
た
が
、

二
回
戦
で
初

陣
の

フ
ラ
ン
ス
ベ
ッ
ト

（
東
京
 

）
と
対
決
、
互
に
〇
対
b
の
ま

ま
延
長

戦
に
も

つ
れ
こ
ん
だ
が

八
回
裏
、

フ
ラ
ン

ス
ベ
ッ
ト
の

バ
ン
ド

作
戦
に
乱

さ
れ
涙
を

の

ん
だ
。
 

最
終
日

の
三
十

日
は
、
東
芝

北
九
州
（
福
岡

）
と

フ
ラ
ン

ス

ベ
ッ
ト

（
東
京
）
の
間
で
、

白

熱
し
た
優
勝
戦
が

展
開
さ
れ
た

が
、
攻
守
と
も
に

フ
ア
イ
ト

み

な
ぎ
る
東
芝
北
九

州
に
初
栄
冠

が
輝
い
た
。
 

こ
の
三
日
間

の
試
合

の
結
果
、
 

敗
れ

た
と

は
い
え
地
元
き
も
の

セ
ン
タ
ー
は
、
持
ち
前
の
粘
り

強
さ
を
発
揮
し
終
始

互
角
の
戦

い
を
演
じ
、

五
十
二
年
開
催
の

あ
す
な
ろ
国
体
に

大
き

な
希
望

を
持
つ
こ

と
が

で
き
た
。
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決勝戦 フランスベット対東芝北九州の熱戦 

瞬
 

一
 の

 
激
 

感
 

飯塚助役より東芝北九州チームに優勝トロフイ贈呈 

東芝北九州 （福岡） 
I 

2
4
 ト
ョ
タ
自
動
車
工
業

（
愛
知
）
 

2
3
 旭

化
成

工
業
守

山
（
滋
賀
）
 

2
2
本

州
製
紙

富
士

（静
岡
）
 

2
1
第

一
紡

績
荒

尾
（
熊
本
）
 

2
0
丸

善

石
油
千
葉

（千
葉
）
 

1
9
東
 
芝
 
姫
 
路
（
兵

庫
）
 

1
8
 フ
ラ
ン

ス
ベ
 
ッ
ト

（
東
京
）
 

1
7
 富
 
士
 
通
 
須
 坂
（
長
野
）
 

1
6
 き

も
の

セ
ン

タ
ー
（
青

森
）
 

1
5
 日

本
通

信
工
業

（神
奈
川
）
 

延
長

1
4回
抽

選
勝
ち
 

1
4
 朝
 
日
 

工
 
業
（
愛

知
）
 

1
3
大
 
和
 
紡
 
福
 
井
（
福
井
）
 

1
2
東
 
芝
 
北
 
九
 
州
（
福
岡
）
 

1
1
大

和
電

機
工
業
（

長
野
）
 

1
0
 日
 
立
 
工
 
機
（

茨
城
）
 

9

塩
野
義
製
薬

杭
瀬
（

兵
庫
）
 

8
 
松
下

電
工
戸

ケ
崎

（埼
玉

）
 

7
 
日
 

本
 

電
 
装
（
愛

知
）
 

6
 
ユ
 
ニ
 チ

カ
垂
井

（
岐
阜
）
 

5
 
ナ
シ
ョ

ナ
ル

木
材
（

群
馬
）
 

4
 
住
友
金

属
和
歌

山

（和
歌
山
）
 

3
 
日

本
電
気

山
梨
（

山
梨
）
 

2
 
倉
 
紡
 

安
 
城
（

愛
知
）
 

ー
 
日
 
本
 

生
 
命
（

大
阪
）
 



響
、雄
、ず
ーゴ
巻
防
 

郵
＆
 
‘
丈
三
七

租
高
生
 

『
×

、‘
 

七和高校生の奉仕作業 

霊
峰
岩
木
を
仰
ぎ
、
快
晴
に

恵
ま
れ
た
三
日
間
の
大
会
、
す

ば
ら
し
い
球
技
、
熱
戦
が
終
っ

て
二
週
間
、
細
部
の
点
に

つ
い

て
は
色
々
反
省
さ
れ
る
も
の
が

あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
 

然
し
心
温
る
旅
館
の
も
て
な

し
、
ポ
ッ
ト
の
花
を
咲
か
せ
よ

う
と
水
を
や
っ
て
く
れ
た
町
内

の
皆
様
、
大
会
関
係
者
の
熱
心

な
働
き
で
、
選
手
は
、
宿
は
申
 

し
分
な
く
、
空
は
き
れ
い
で
空

気
が
お
い
し
い
、
沢
山
の
観
衆

が
あ
っ
て
戦
い
に
力
が
入
っ
た

是
非
来
年
の
国
体
に
は
再
び
お

目
に
か
か
り
た
い
も
の
だ
と
い

う
言
葉
を
聞
い
て
、
大
会
関
係

者
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
あ
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。
 

こ
の
後
九
月
に
東
北
高
校
柔

道
選
手
権
大
会
が
五

一
中
で
国

体
リ

ハ
ー
サ
ル
と
し
て
開
催
さ

れ
ま
す
の
で
全

カ
を
あ
げ
て
当

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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市
立
七
和
高
校
（
伊
藤
清
蔵

校
長
）
で
は
、
去
る
五
月
三
十

一
日
市
内
神
山
の
津
軽
プ

ラ
ワ
 

ー
セ
ン
タ
ー
に
、
全
校
生
徒
約

ニ
二
〇
名
が
出
動
く
ず
つ
る
防

除
奉
仕
作
業
に
入
っ
た
。
 

フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
は
、
数

年
前
か
ら
市
で
ウ
メ
約
二
、
五

〇
〇
本
を
は
じ
め
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
 

ナ
ナ
カ
マ
ド
、
ト
チ
、
ハ
ン
ノ

キ
、
モ
ミ
ジ
、
ツ
ツ
ジ
、
キ
タ
 
 

コ
ブ
シ
な
ど
の
樹
木
を
植
栽
し

市
民
の
憩

い
の
場
と
し
て
整
備

し
て
き
て
い
た
が
、
く
ず

つ
る

は
こ
れ
ら
に
か
ら
み
つ
き
枯
死

さ
せ
て
し
ま
う
た
め
樹
木
の
大

敵
と
し
て
、
管
理
し
て
い
る
商

工
観
光
課
で
も
頭
を
病
め
て
い

た
と
こ
ろ
、
こ
の
日
の
七
和
高

校
生
の
奉
仕
作
業
と
な
っ
た
も

の
で
、
非
常
に
感
謝
さ
れ
て
い

た
。
 

花

い
っ
ぱ

い
 
緑
い
っ
ぱ

い
 
明
る
い
国
体
 

ふとん乾燥サービス 

寝たきり老人家庭へ 

市
で
は
、
去
る
二
十
四
日
か

ら
二
十
八
日
ま
で
の
五
日
間
に

わ
た
っ
て
、
在
宅
寝
た
き
り
老

人
や

一
人
暮
ら
し
の
病
弱
な
方

に
、
暖
か
く
き
れ
い
な
ふ
と
ん

で
や
す
ん
で
も
ら
お
う
と
、
寝

具
の
丸
洗
い
、
消
毒
、
乾
燥
サ
 

ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
し
た
。
 

こ
の
期
間
は
、
市
か
ら
委
託

さ
れ
た
ふ
と
ん
乾
燥
業
者
が
、
 

希
望
の
あ
っ
た
三
十
二
人
分
の

寝
具
を
乾
燥
車
で
手
ぎ
わ
よ
く

処
理
し
て
い
た
。
 

な
お
市
で
は
、
秋
に
も
乾
燥

サ
ー
ビ
ス
を
す
る
予
定
で
す
の

で
希
望
者
は
、
市
役
所
福
祉
事

務
所

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

積
立
分
譲
住
宅
 

の
積
立
者
募
集
 

所
在
地
  
広
田
団
地
 

戸
 
数
  
六
〇
戸
 

内
訳
  

一
年
積
立
、
 一

〇
戸
 

二
年
積
立
、
三
〇
戸
 

三
年
積
立
、
二
〇
戸

面
 
積
  
土
地
、
約
二
九
〇
・
・
m
 

建
物
、
約
六
〇
げ
ー
 

一
〇
。
・m
 

価
 
格
 
七
六
五
万
円

ー
一
、
 

〇
四
〇
万
円
（
予
定
）
 

▲
住
宅
金
融
公
庫
よ
り
四
一
一

〇
万
円
ー
四
九
〇
万
円
迄
融
資

が
あ
り
ま
す
。
 

分
譲
住
宅
の
募
集
 

所
在
地
 
新
宮
団
地
 

戸
 
数
 

一
戸
 

面
 
積
 
土
地
三

一
五
、
ニ
七
 

1m
建
物
六
八
、〇
四
m
 

価
 
格
 
六
、
三
二
一
千
円
内
 

（予
定
）
 

▲
住
宅
金
融
公
庫
よ
り
三
五

〇
万
円
の
融
資
が
あ
り
ま
す
。
 
 

受
付
期
間
 
五
十

一
年
六
月
】
一

十
三
日
ー
六
月
三
十
日
 

受
付
場
所
 
市
役
所
窓
口
サ

ー
 

ビ
ス
課
 

詳
細
に

つ
い
て
は
、
左
記
に

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
 

県
住
宅
供
給
公
社
、
電
話

（〇

一
七
七
）
二
二
局
一
六
二
五
番

市
役
所
窓
口
サ
ー
ビ
ス
課
、
都

市
計
画
課
、
 
（電
話
五
局
二
一

一
一
番
）
 

生
活
環
境
 

4
(
 

ー
ハ
ト

ロ
ー
ル
本
部

わ
竺
 

鷲

誌

り
に
 
ひ
胡
（
 



市
内
の
道
端
・
庭
・
畑
‘
空

地
な
ど
、
ど
こ
に
で
も
生
え
て

い
る
背
丈
五
セ
ン
チ
ば
か
り
の

イ
ネ
科
植
物
で
す
。
津
軽
地
方

で
は
「
貧
乏
草
（
び
ん
ぼ
う
ぐ

さ
）
」
 
と
呼
ん
で
、農
家
に
と

っ
て
は
除
草
を
す
る
の
に
苦
労

す
る
雑
草
で
も
あ
り
ま
す
。
 

和
名
「
雀
の
唯
子

（
か
た
び

ら
）
」
 
は
、細
か
く
て
小
さ
い

穂
を
雀
が
着
る
唯
了
（
か
た
び
 

ら
）
、
即
ち
、
ひ
と
え
も
の
に

見
立
て
た
と
こ
ろ
に
由
来
し
て

い
ま
す
。
 

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰

に
で
も
見
ら
れ
て
い
る
雑
草
で

す
が
、
ス
ズ
メ
ノ
カ
タ
ビ
ラ
と

い
う
可
愛
ら
し
い
和
名
が
あ
る

こ
と
を
知
る
と
、
と
た
ん
に
心

が
引
き
寄
せ
ら
れ
、
愛
ら
し
さ

を
感
じ
る
の
は
、
私
ば
か
り
で

し
ょ
う
か
。
 

」
 

市
内
の
野
草

野

鳥
散
歩
 

No. 3 く野草〉 
スズメノカタビラ 

（イネ科 

、
、
  
、
 

、
 

田
総
合
利
用
対
策
の
 

実
施
に

つ
い
て
 

・

ぐ
か存
wかぐ
み
ー
に
今
＼
湯線
か
翫
ミ

r
お
気
溶
溌
舞
」
気
静溌
義

S

n＆
ケ
に
茨
 

△
農
家
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

に
よ
り
四
十
六
年
度
か
ら
行
な

わ
れ
て
き
た
 
「米
生
産
調
整
及

び
稲
作
転
換
対
策
」
は
五
十
年

度
で
終
り
、
あ
ら
た
に
「
水
田

総
合
利
用
対
策
」
が
五
十
一
年

度
か
ら
五
十
三
年
度
ま
で
の
三

年
間
行
な
わ
れ
ま
す
。
 

△
五
十

一
年
度
で
転
作
す
る

方
は
、
至
急
印
鑑
を
ご
持
参
の

う
え
農
林
課
ま
で
お
い
で
下
だ
 

さ
い
。
 

△
く
わ
し
い
こ
と
は
、
農
林

課
の
方
へ
お
問
い
あ
わ
せ
し
て

く
だ
さ
い
。
 

（
電
話
五
ー
二
一
一
一
、
内
線

一
二

七
番
）
 

転
作
す
る
方
は
必
ず

申
告
し
て
く
だ
さ
い
 

ご
 

!
!
！
】
 

一ニ
 

ニ
三
 

三
 

三
！?
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（第3種郵便物認可） 	 広報ごしよがわら 	 昭和51年（1976年）6月15日（378月-月) 

赤いりんご並木道開花 

市
で
は
、
住
み
よ
い
緑
の
街

づ
く
り
と
来
年
開
催
さ
れ
る
あ

す
な
ろ
国
体
に
備
え
て
、
街
路

樹
の
植
栽
や
、

フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ

ト
の
設
置
な
ど
を
進
め
て
い
る

が
、
駅
裏
幹
線
道
路
に
植
栽
し

た
赤
い
り
ん
ご
が
こ
の
ほ
ど
ピ

ン
ク
色
の
花
を

つ
け
道
ゆ
く
人

々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
た
。
 

こ
の
赤
い
り
ん
ご
は
、
去
る

四
月
十
二
日
、
日
本

一
の
り
ん

ご
並
木
道
に
し
よ
う
と
約
二
五

〇
本
植
栽
し
た
も
の
だ
が
、
ほ

と
ん
ど
が
活
着
し
早

い
も
の
で

は
す
で
に
小
さ
な
果
実
を

つ
け

て
い
る
も
の
も
あ
っ
た
。
 

一一三
 

一ニ
 

新しい図書のごあんない 
市立図書館 

4、自然科学（数学、物理、化学、地学、動植物、医学など） 

出版年 発 行 所

平 凡 社 

書 	名 

彦 河の百科 河をしらべる

河のフアンタジー 

河の社会学

白 い 大 陸 

著 者 名 

中 50 

1I 
ク
 
ク
 
ク
 

ク
 
り
 50 

郎
 

磁 医 研

潮 出 版 

斎 藤 四 郎 生 体 磁 多 学 概 論 50 

松 本 紘 ‘梅 「 健 康 法 50 

5、工学（土木、建築、電気、機械、製造工業など） 

特 	許 	り 発 明 考 案 の 紹 介 50 特 許 庁 

暮 し の手帖

コカ・コーラ社 

大 橋 鎮 」’ す て き な あなた に

コスモ・ビーア ル コカ・コーラ産業のすべて II 
彰
 
夫
 
志
 

石
 
瓜
 

f］ 	山 	彰 服 	飾 	辞 	典 50 ダヴイ ッ ド社 

瓜 生 忠 夫 駅 弁 の 	旅 50 日 能 協

山 本 尚 志 入門ェレク トロニクス 50 ラ ジ オ 技社 

6、芸術（彫刻、絵画、書道、写真、音楽、体育、演劇など） 

根 岸 秀 行 現 代 美 術 宝 典 50 美術 年鑑ネ日

ユ 藤 英 寿 ふ、 る さ と の 芸 能 50 津 軽 書 房 

佐 野 登 志 子 七 	宝 	焼 50 

小 林 今 日 子 創 作 型 染 50 

川 上 重 治 自分で造るカラープリント 50 

主 婦 の 友 社 いけばな芸術全集全 13 50 主 婦の友社 

L 斎藤 rコ津軽三三二か,土竺き西書房 

服
 
駅
 

忠
 

本
 

計
量
器
検
査
に
つ
い
て
 

先
月
六
日
か
ら
十
四
日
ま
で

は
か
り
の
検
査
を
実
施
し
ま
し

た
が
、
多
数
の
未
検
査
が
あ
り

ま
し
た
の
で
県
計
量
検
定
所
で

は
、
未
検
査
者
に
対
し
て
次
の

日
程
に
よ
り
計
量
器
の
検
査
を

実
施
し
ま
す
の
で
必
ず
検
査
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
現
在
計
量
器
を
使
用
し

て
い
な
い
方
は
、
商
工
観
光
課

ま
で
お
し
ら
せ
く
だ
さ
い
。
 

日
時
 
六
月
一
七
日
九
時
三
十

分
ー
十
五
時
三
十
分

場
所
 
市
民
文
化
会
館
前
 

三
？
一ニ
…
・
．

.
．ニ
ニ
」
 

交
通
事
故
移
動
 

相
談
日
が
月
ニ
回
 

に
な
り
ま
す
 

県
の
移
動
交
通
事
故
相
談
日

は
、
毎
月
第
二
水
曜
日
の
み
で

し
た
が
、
六
月
か
ら
は
第
四
水

曜
日
に
も
開
設
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。
 

し
た
が
っ
て
六
月
は
九
日
の

ほ
か
に
二
十
三
日
も
相
談
日
と
 

な
り
ま
す
の
で
、
交
通
事
故
で

お
悩
み
の
方
は
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

△
場
所
 
中
央
公
民
館
二
階

△
時
問
 
十
時
ー
十
五
時
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（第3種郵便物認可） 	 広報ごしよがわら 	 昭和51年 6月15日（378号） 

国
民
年
金
鐘
 

麟
戴
輿
難什
難
糾
 

廿
忘
れ
た
ら
 

大
変

・
国
民
 

年
金
保
険
料

廿
 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
も
う

納
め
ら
れ
ま
し
た
か
。
 

納
め
忘
れ
が
な
い
か
ど
う
か
、
 

も
う

一
度
お
調
べ
く
だ
さ
い
。
 

こ
の
保
険
料
は
、
四
、
五
、
 

六
月
分
は
七
月
末
日
ま
で
に
、
 

七
、
八
、
九
月
分
は
十
月
末
日

ま
で
に
、
十
、
十
一
、
十
二
月
 

	ーーン 
}
 

の
 

表
 

程
 

日
 

2
 
地 区 名 検診会場 検診月日 受付時間 

五小学区 中央公民館 6月24日 13.30-14.30 

三好、栄 
毘沙門 

ク 6月25日 

七
中
 
和

川
 
長
 
橋
 

 6月30日 

松島団地 7月 1日 

飯詰、梅沢 7月 2日 

南小学区 7月 6日 

地
籍
調
査

に

つ

い
て
の
お
願

い
 

国
土
調
査
法
に
も
と
づ
く
地

籍
調
査
を
市
役
所
で
は
四
十
三

年
か
ら
実
施
し
て
き
ま
し
た
、
 

本
年
度
は
高
野
、
羽
野
木
沢
及

び
持
子
沢
地
区
を
実
施
い
た
し

ま
す
。
近
日
中
に
現
地
調
査
に

入
り
ま
す
の
で
そ
の
際
に
は
現

地
確
認
立
会
を
ぜ
ひ
お
願
い

い

た
し
ま
す
。
 

3
才
児
健

康
診
断
 

お
知
ら

せ
 

み
な
さ
ん
、
御
承
知
の
と
お

り
、
3
才
児
は
問
題
児
と
も
言

わ
れ
て
い
る
ほ
ど
重
要
で
す
。
 

出
産
後
か
ら
3
才
ま
で
の
身
体
、
 

知
能
、
歯
科
そ
の
他
の
成
長
を

診
察
し
、
そ
の
結
果
異
常
の
あ

る
お
子
さ
ん
に
つ
い
て
医
師
、
 

保
健
婦
が
指
導
し
ま
す
か
ら
該

当
者
は
必
ら
ず
検
診
を
う
け
て

く
だ
さ
い
。
 

一
、
対
象
者
 

昭
和
四
十
七
年
一
月
一
日
ー
昭

和
四
十
七
年
十
二
月
三
＋

一
日

生
 

分
は

一
月
末
日
ま
で
に
、
 一
、
 

ニ
、
三
月
分
は
四
月
末
日
ま
で

に
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
 

も
し
、
こ
れ
ら
の
期
限
ま
で

に
納
め
ま
せ
ん
と
、
事
故
に
あ

っ
た
り
、
ご
主
人
が
な
く
な
ら

れ
た
と
き
な
ど
に
、
障
害
年
金

や
母
子
年
金
を
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
し
、
将
来
、
老
齢
年
金
を
も

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
と
き
に
、
あ
わ

て
て
保
険
料
を
納
め
て
も
間
に

合
い
ま
せ
ん
。
 

保
険
料
は
、
納
期
限
ま
で
に

必
ず
納
め
ま
し
よ
う
。
 

N
H
K
で
は
「
こ

と
ば
の
不
自
由
な
子

ど
も
を
も

っ
親
の

つ

ど
い
と
治
療
相
談
会
 

」
 
を
六月
二
十
七
日

午
前
十
時
か
ら
午
後

五
時
ま
で
、
五
所
川

原
市
立
中
央
小
学
校

で
、
開
催
し
ま
す
。
 

●

講
演
「
こ
と
ば
を

を
育
て
る
」
 

聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科

大
学
増
井
美
代
子
氏
 

廿
国
民
年
金
 

の
受
給
者
は
、
 

住
所
を
変
更
し
 

た
ら
届
出
を
？
 

年
金
を
受
け
て
い
る
人
が
住

所
を
変
更
し
た
と
き
は
、
す
ぐ

に
「
住
所
変
更
屈
」
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
 

も
し
、
こ
の
届
が
遅
れ
ま
す

と
、
銀
行
預
金
口
座
へ
の
年
金

振
込
通
知
や
、
郵
便
局
へ
の
支

払
通
知
が
、
全
部
旧
住
所
あ
て

に
送
ら
れ
、
大
変
困
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
 

●

N
H
K

「
こ
と
ば
の
治
療
教

室
」
公
開
録
画
 

●こ
と
ば
の
治
療
相
談
会
 

ー
無
料
 ・

ど
も
り
‘
難
聴
・
ロ
蓋
裂

・

こ
と
ば
の
発
達
の
遅
れ

・
情
緒

障
害
の
五
部
門
に

つ
い
て
専
門

の
先
生
に
よ
る
相
談
会
を
行
な
 

・

つ
。
 

●

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
先

青
森
市
栄
町

一
丁
目
、
 
N
 

H
K
青
森
放
送
局
、
こ
と
ば
の

治
療
教
室
係
 

年
金
を
正
し
く
受
け
る
た
め
、
 

住
所
を
変
更
し
た
と
き
は
、
す

み
や
か
に
「
住
所
変
更
届
」
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
こ
の
用
紙
は
、
市
役

所
健
康
年
金
課
国
民
年
金
係
に

備
え
つ
け
て
あ
り
ま
す
の
で
、
 

記
入
方
法
な
ど
の
く
わ
し
い
こ

と
は
、
窓
ロ
で
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。
 

)
 

野
鳥
観
察
会
 

△
と
 
き
・
；
七月
六
日
（
火
）
 

午
前
五
時
三
十
分
ー
六
時
三
＋
 

分
ま
で
の
一
時
間
 

△
集
 
合
…
元
町
“
八
幡
宮
）
 

に
午
前
五
時
三
十
分
 

△
コ
ー
ス
…
八
幡
宮
ー
土
手

ー
 

川
原
ー
土
手
ー
八
幡
宮
 

△
準
 
備
…
メ
モ
帳
 

△
備
 
考
：
①
雨
天
中
止

②

一
般
市
民
の
方
、
小
、
中
学

生
の
参
加
を
歓
迎
し
ま
す
。
 

③
観
察
で
き
る
野
鳥
は
キ
ジ
バ

ト
、
カ
ワ
ラ
ヒ
ワ
、
ス
ズ
メ
、
 

ム
ク
ド
リ
な
ど
。
 

△
主
 
催

i
津
軽
植
物
の
会
、
 

五
所
川
原
市
教
育
研
究
会
自
然

教
育
部
会
 

解
読
講
習
会
 

近
世
古
文
書
 

△
主
催
 
県
文
化
財
保
護
協
会

県
立
図
書
館
、
市
教
育
委
員
会

△
日
時
 
セ
月
十

一
日
（
日
）
 

午
前
九
時
ー
午
後
四
時
 

△
場
所
 
市
中
央
公
民
館

△
定
員
 
五
十
名
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
）
 

△
受
講
料
 
無
料
 

△
テ
キ
ス
ト
代
 
五
〇
〇
円

（
 

申
し
込
み
と
同
時
に
納
入
の
こ

と
）
 

△
申
込
場
所
 
市
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
（
電
話
④
三
一
九

一
番
）
 

△
講
師
 
小
笠
原
二
郎
氏
（
元

県
立
図
書
館
副
参
事
）
、
秋
元

省
三
氏
（
市
文
化
財
審
議
委
員

会
議
長
）
、
泉
無
味
氏
（
日
本

書
作
家
協
会
書
道
教
師
）
 

お
 
わ
 
び
 

前
号

（
三
七
七
号
）
二
面
三

面
で
公
表
し
ま
し
た
、
五
所
川

原
市
の
財
政
、
五
十
年
度
下
半

期
財
政
状
況
の
中
で
、
昭
和
五

十
年
度
一
般
会
計
才
入
才
出
予

算
執
行
状
況
（
五
十

一
年
三
月

三
十

一
日
現
在
）
の
う
ち
繰
越

予
算
額
一
億
九
、
六
六
八
〇
万

円
と
あ
る
は
、
 一
億
九
、
六
八

〇
万
円
の
誤
り
で
あ
り
ま
す
の

で
訂
正
し
て
お
わ
び
申
上
げ
ま

す
。
 

運
転
は
 

ゆ
ず

る
勇
気

と
 
待
つ
ゆ
と
り
 

H
舞
？」」」
』
ブ
 戸扇7石i, 

1 市政についての 

に事や予定は 
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